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股蝦に関するパラフィンの二三の性質について

石 田 貞事

股域操作を資』面するにあたって参考とすべく，パラフィンの性質を二三責験したものを報告す

る.

3 1.ノξラフィンの結品

務費1股轍法にて石油WtL含有されてゐるパラフィンを析出する時，パラフィンは無定形となる

場合と，結晶する場合とがある.析出パラフィンが無定形となるのは，石油中i乞アスフ 7ルト，

樹脂状物質等が合まれてゐるためであると言はれ∞∞， 叉結晶には針欣結晶と板欣結晶とがあり，

Ferris(3)や Puc1getも刊に依れば結晶形はパラフィンの種類によって決定されるが，田中〈めに依れ

ば冷却速度及び溶液の粘度によって同一パラフィンも針肢となり或は板挟となる.而して肱樹操

作中析出パラフィンを措過する場合，麿搾措過には板朕結品である方が好都合で買うると言はれて

ゐる.それらの黙に関聯して，パラフインの結品形を決定するt僚長件を，先づ純梓

合について調べた.

試料は融賭十46_48'0の市肢の純粋パラフィンを用ひた.試験管中i亡種々の濃度のアルコー

ル溶液を作jJ，約 +60
0

0から種々の速さで冷却し，パラフィンを析tHさせて，その一滴をガラ

ス板上に取って額微境で見た吻観察時の温度は室温である.

告書 1 国i
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ノぐラ 7ィン 2mg 
アルコール 5cc 
冷却速度 1/10・0/分

パラフィン 100mg 
アルコール 5 cc 
冷却速度 1/10・01分 分
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E危機に閥ずるパラアィンの二三の性質について142 
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"ラフィン
アルコーノし

冷却認皮

".:ラフィン
アノレコール

冷却皮分

8 

へ魯

7 

40 ll1g 
;) cc 
115"0/分

ノぐラ 7 ，ン

アセトン

冷却速度

xliO 

2.5mg 
5 cc 
1/3 '0/五T

ノfラアィン

アルコール

冷却速度

5mg 
5c氾
2・0;分

".:;ラ 7 ィン
アノレ::z-;t.

冷却速度

12 11 10 

5Ulng 
己.5cc 
2.5∞ 
1/5 "0/分

ノfラアイン

アセトン

ベングーん

冷却法度

50 mg 
..lCC 
lcc 
1/5 'C/分

ノぐラアィン

アセトン

ベングーノし

J告却主E皮

x95 

lOmg 
5cc 
1/5 "C/分
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その結果，冷却速度のみでは結晶形を費へる事月四~?)J(なかったが，同じパラフィンを用ひ-c ~， 

濃度を費へる:IJfによって，針猷結晶になったり，板扶結品になったりする事を確めた. 11~ 1闘 1

ーーり】一
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股主役に鞠ずるパラアィンの二三の候笠について 143 

は板ll1~結晶の一例である.乙れは溶液より析出させる場合に生じ，田中(5;I亡従って斜・方品系l亡冨

する結品と考へられる.これに反して，アルコールに十60'0に於いても狛未溶11'f部分のある程

多量のパラフィンを加へ，白濁するまで掠蓋して冷却すると針扶結晶が出来た.第 1園 2は，

t支<!J 冷却して結品を充分譲建させた針j伏結晶である.多くは針放の管の一方がお斗肢に開いて

ゐる.ζ の現象!土溶液 rl~ に浮慢するパラフィンの微粒子から結品する場合には，結晶主軸C')方向

に結品が登遣し，機粒子が少くなると漏斗紋に開いて，佼欣に近くなることを示唆する.針肢結品

i亡J2.常にf反歌結品が混在するが，とれは針紋結晶析出後，溶液から析出されvたものであらう.三え

に第 1[，函J3-8は，冷却速度i::嬰へて比較したものである.3，5，7， は 200;'分の念冷を，

4， 6， 8，は 1/10
0

0/分の設冷をした場合である.そして 3---6は飽和量以上にパラフィンを

加へた場合で、冷却速度に拘らす君主'1-扶結品を含んでゐる 3は小針蹴結晶とほとんど固に近い板伐

結品とより成る_ 4 は大きな針欣結晶と板えた結晶を示す 5 にては完全な針放結品 r~t見られや，

深.llIf.形，コァフ・形の結晶となったのは，結晶主軸の方向に克分譲達するだけのパラフィン概粒子

がなかったためであらう. 6 は左右に二ケづつある短い新~f-が針y時吉品である 7， 8 はパラフ

インQ完全なアノレコ{ル溶液よ D析出させた場合で共に板挟結晶のみである.7中の線t依華:二J

結晶のやうiに亡見えるがP 賞は板扶制1

i観t境目察したたf例でで、ある. 9はパラフィン 40mg， アセトン 5c.c.の場合で，未溶解部分がるり，従

って右下の如きコァフ。放の結晶がtP1来た.10-12はパラフィンが全部溶解した場合で， 板扶事!?

品のみが生じた.以上の如く純粋なパラフィンをとかした時，例へば針欣結晶の場合に急激に冷

却すると，結晶はノj、さくなり，完全な針放とならや或l:J:コッフ。肢となったPするが，結品形は冷

却速度によって本質的な嬰化はしない.(石油中のパラフィンの結晶形については33に-caCす.)

32.パラフィンの析出温度，溶解温度

石油中にあるパラフィンが冷却により析出した場合，温度を析出温度より少し位は上げても再

び溶解しないと考へられる.乙の温度範囲が判れば，股蝋操作中何らかの理由で少し温度が上昇

しでもその佳抜作をつどけ得られるし，或は故意l乞温度を上昇させ，少しでも粘度を下げて操作

を容易にする事が出来る.問題は冷却の最格温度l亡於いて析出したパラフィンが再び、溶解するj旦

皮を測定する事であるが，とれは観測が困難であるから，冷却中に析出し始める温度と，析間後

再び加熱して全部溶解し移る温度とを測定し，その差を求めた.試料油は Osage¥Vide Cn七Lul>.

Dis七.で，溶剤はアセトンとベンゾールとを用ぴた.

長t*キ油をそのま h溶剤に静かして頴微鏡で見ると， 十5000附j!ir乞於いても溶解せざ万国形物

があるのが見られた.とれはその時までに溶解し柊ったものと異り，墜と忠はれたから女のやう

にして取り除いた. I1lPち宝i温にて，試料油を充分のぺンゾー}J...に溶かし語紙i乞て総過する.その

据液より減毘蒸溜でペンゾールを迫ひtHしたものを試料として用ひることにした.此の時塵とー

新i乙一部のアスフアルトとパラフィンとが措別されて，擬間黒占が 3
0
0降下して +18

0
Cとなっ
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144 股織に陳ずるパラ 7ィンの二三の性質にヲいて

たが，石油中のパラフィンの一般的性質を見る13めには差支へないと考へられる.

買験装置， (第 2園)Iヲ|出」付プリキ製の小箱 (10X5X 3.5 CI11)を作t，上下に穴を開ける.

上の穴より額徴鏡を入れ，ガラスを付けた下の穴より照明する.との中にニクロム繰の電熱験主

入れ，スライグックで加熱を調節する.冷却は

_30
0

0の低温室で寅験を行ったから， その宅

温を利用した.直径].15 CI11，深さ 2111111程の窪

みのるるガラス板に細講を付けて銅コンスタン

グン熱電封を差し入れ，との窪みに資料を二三

滴入れてその温度を測る.勿論資料の上にはカ

パ{グラスを掛ける， 乙のガラス板を IslHU

に載せてノj、箱に出し入れする. 策 3固 析出，溶解;湿度測定貸磁の例

結果，最初 +35・0附近

まで加熱し，所要の速さで

冷却する.パラフィンが析 +30 

出する場合比徴細な粒子

の出現を認めてより 1・c

と降下しないうちに額徴鏡

の頑野一杯に，判然と認め

得る程に生長した結晶が見

られる.併し加熱溶解する

場合は，溶解温度前3-2勺 一向

から析出物!ま小さくたりヨた第に泊失ず

るので，溶解温度の決定に困難を感タ

る場合もあった.又析出及び溶解の温

，度は，冷却，加熱速度が 500/分以下

に緩ければ，速度によって嬰化する乙

とはなかった.一例を第3固に示す.

工業上に於けるアセトン・ベンゾー

ル脆蟻法の三者の混合割合は，第4固

に於げるアセトン 15%，25%の二線

と試油 20%，30%の二繰との聞であ

るEめから， それを中心として貴験し

た.結果は第 4，5， 6園である. ヱ

組成:試 泊 20 続出湿度 +11・0
アセトン 20 容解温度 +22・c
ベングーノレ 60 

10 20 0 10 20 ~() 40 0 10 20 30 40分

号事 4 悶 析出温度周
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目立燐a二関ずるパラ 7ィンの二三の性質にヲいて

業上使用する範囲に於いては析出温度

は卒均十12・C，溶解温度予均 +2.10C 

差は 12・Cであった.一般に析出，溶

解の雨温度は，ベンゾー}J，.-が少〈ゑり

試油が多くなるに従って高〈なり，又

試油少〈ベンゾール多い所と試泊多〈

アセトン少望号所とに雨温度の差の大き

くなる所が出来た.

33.石油中のバラヌィンの結品

32に述べた費験即ち石油中のパラ

フィンの析出に於いても，冷却速度は

結晶形に影響を輿へす，常に第7国 1

の如き固形に近い板挟であった.併し

塵を除かぬ油の場合には除塞試抽の場

合と同じ割合にて話、開i乞溶解させて

も，針放と板紙との結晶が混在してゐ

た.そして試油が多量になるに従って

針!!!;:結晶の教が多くなった.第7闘 2

は板欣結晶が比較的多;かったので板扶

結晶のみを撮ったものである 3，4 

の場合はほとんt!&-f'欣結晶ばかりであ

った.車を取除いた試泊は一緒にアス

フアルト分まで取除かれてゐるに反し

空事 7 周
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生存 5 闘 溶解滋慶尚

務 8 闘 溶解，析出明湿度の差
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146 田幸搬に鴻ずるパラ 7ィンの二三の性質にづいて
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て，耳元除かぬ試rflJはアスフアルト分が存在するために此の一差

異が生ヂるのであらう.(1， 2) rl:tのアスアアルト分は析11¥パラ

フィンの荏建を妨げる傾向があって，冷却速度 1/10
00/分，

測定温度 -25勺にて， 前者を用ぴた場合は平均 O.03mm

の大変さであるが， 後者を用びると平均 0.007mm となり

1/5程小さくなる. 故i亡腕アスフアルト!ま充分行はないと費

際操作中漉坦布の目をつめてしまふやうな事も起るであらう.

34.冷却速度と結品の大きさ

32， 3と同じ費験装置を用ひ，冷却速度をヨえの 4通りに嬰

へて，結品の大きさとの閥係を求めた.

1.冷却速度 10
0

0/分で初めから移りまで念J令する.

2.冷却速度 1
0

0/分で初めから移りきで綬冷ナる.

3. パラブイ1ンの析出現度以前は，急:冷 (10。σf分〉し，それ以後は，綾冷 (1・0/分〉ずる.

4.パラプィンの析出温度0.81fは，経J令(100/分〉し，それ以後は，念冷 (1000/分)ずる.

結果rd:~えの表である.

手江 成 1 'Cj分

アセトン |ベンゾール
10'0/分 1 '0/分

rK:1<*試がJ -1'0/分 -10'0/王子

25 とO 55 0.015 mm  0.022 mm  0.020 mm  001:1 mm  

2o 15 0.010 0.017 0017 o 01:Z 

20 20 0.010 0.020 0.017 OOlO‘ 

30 20 50 0.010 0.019 0.017 o ln:z 

営然1象想、される如<，綾り冷却すれば結品!立大き〈なり，念に冷却すれば小さ〈なったが，又

パラフィン析出温度以前の冷却速度i土大きさに封して影響なく，その温度以後，綬浴すれば金曜

麓冷した場合と同じ程の大きさとなり.祈11:¥温度以後急冷すれば.以前に援冷しでも小さ〈たる.

故に股アスプアルトを充分行ひjパラフィンの析IH温度以後の冷却速度に注意を梯へば，腕践は

比較的容易にたるであらう.

~ 5.要約

1.純梓パラフィンを静剤よ P析出させる場合，

吋.飽和量以 kの多量:のパラフィンをがiへ，パラフィンの融黙以上に熱して振塗白濁せしめ

てそれから冷却すれば針717::結f詰が得られる.

b). i容;夜から析出せしめた場合，板j伏結晶と友る.

6 ー



mと!汽;こ関するパラアィンの二三の性質についで 1-17 

"石油中のパラフィンをアセトン・ベンゾール諮液から析l:l¥させる場合， アスプァ}1--.トO存

.ft:は，結晶の登記ーを阻害し，叉針}f}¥結晶にする傾向がある.

3. アセトン・ぺンゾ~}1--溶液に於いて，パラフィンの析出，溶解雨温度の差はー股 l亡 1~ 勺

前後である.

4. パラアィンの結品の大きさに閲しては，析11iしはじめてからの冷却速度が大いに景響Tる

移りに臨み，乙の研究は北海道帝国大率附屡低温科率研究所分室に於いて行はれたもので，絡

が;懇篤なる御指導を賜った~l~谷宇吉郎設長には深厚怠る感謝の意~表ナる次第である.
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